
 

とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

施設名 未来保育 CLUB 

所在地 東京都町田市中町 1-31-4NTT 町田ビル１F 

対象クラス ０歳児（ひよこ）組 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

３．探究活動の実践 

＜活動の内容＞・活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

自然(物) 

 

０歳児も少しずつ戸外に出るようになり、バギーの中からもあちらこちらを見る（興味を持つ）ように

なり、次第に歩くようになるといろいろなものを手に取ってみようとすることから、どのように興味を

示し、反応をするのか、そしてどのように楽しんでいるのかを見て行きたいと思った。 

 

・散歩用リュック 

・砂場セット（バケツ・型はめ等） ・ペットボトル  ・カラーセロハン ・シャボン玉 

・ビニール袋 

・シート（座れる大きなもの） 

 

 

令和７年１０月ころから令和８年３月 

・近隣の公園に行ってみたり、室内でも水・紙等素材を使って何に興味を示すか観察し、室内外を通して

太陽の光（自然光）などへの反応なども観察し、どのようなことに目を輝かせワクワクしながら参加して

いるのかを見る。 

・草花の多い公園へ散歩に行き、子どもたちがその近くに降りられるような場所を選び降りてみる。 

 

 



・活動中の子供の姿・声、子供同士や教諭との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

４．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・それぞれが違う方向を向いていることが多いが、興味を持つものは一緒なようでタイミングは違っても手を伸ば

したり触ったりしている姿が見られることに気付いた。 

・手や福の汚れを気にすることなく探索活動ができている。 

・なんにせよ、一度は手にしてみようとしている姿があった。 

・手には取るが口に入れることなく、手の感触で楽しんでいる様子が見られた。 

・まだ子ども達だけで遊びが広がるとは言えないが、この年齢なりの楽しみ方をそれ俺が見つけ試しているような

気がする。 

・この都市での経験が、これかのドキドキやワクワクにつながって、さらに探求心が生まれていくのではないかと

思う。 

 

・0 歳児なので特に言葉がなかったり、喃語での要求・発信になるが、 

葉っぱなどを見つけると保育者に向かって持ってきたり、手に取っては捨ててみたりと感触を太の死んでい

る姿がほとんどであった。まだ歩行ができなくてもハイハイで動き回り感触を楽しんでいる。 

・葉っぱなどは、手にするとぐしゃっと握りつぶすことが多い。その時に枯れている葉っぱはぐしゃぐしゃ

になって手についても手をパンパンと払い落そうとしたり、青い葉っぱだと汁が出ることで手の汚れを嫌が

ったりしていた。 

・散歩に出る前のエントランスにあるプランター(土)に興味を持ち手を伸ばし土遊びが始まるとほかの子も 

始め、気が付くとみんなが土遊びを始めていた。かなり楽しかったのかやめようとする子はなくしばらく触

って握ったり掘ったりしていた。 


